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納税者の怒りを代弁！
高市総理への質疑と「無責任決算」
への反対討論

■参議院決算委員会：7月6日、私は高市総理に対

し、国民が抱く不安と疑問を直接ぶつけました。 まず、
国家の根幹に関わる「皇室典範」についてです。安定
的な皇位継承を確保するための国会議論の進捗につい
て、「国会の総意」を踏まえていない法改正はやり直
すべきと質しました。

続いて、現下の経済危機と財政運営について追及し
ました。総理が掲げる「戦略17分野への370兆円投資」
は、具体的な財源が極めて不透明です。私は、「これ
では責任ある積極財政ではなく、無責任な放漫財政で
ある」と厳しく指摘しました。事実、市場は日本の財
政リスクを懸念し、ドル円相場は162円台という39年半
ぶりの円安を記録、長期金利も30年ぶりの高水準と
なっています。物価高で苦しむ納税者の視点に立ち、
この「金利・円安・物価高」を招いている政府の無策
を強く批判しました。

■決算反対討論：決算委員会および本会議にお
いて、令和6年度決算に反対した理由は、納税者の
納得が得られない不適切な税金管理にあります。血
税の「三つの無駄」を許さないことを指摘しました。 
第一に、防衛費の1兆円超の使い残しです。「数

字ありき」で予算を確保した結果、不用額と繰越額
が膨れ上がっており、極めて非効率な支出となって
います。

第二に、国会のチェックを封じる「予備費」の常態化です。内閣の裁量だけで使える巨額
の予算を維持し続ける姿勢は、財政民主主義の蹂躙と言わざるを得ません。
第三に、「積み過ぎ基金」による2,700億円の利息浪費です。約9兆円もの予算を「基金」

として眠らせたまま、その資金を調達するために発行した国債の利払い費のために多額の税
金を注ぎ込む本末転倒な事態を放置すべきではありません。
説明責任を拒み、党首討論や予算委員会から逃げ続ける高市総理の姿勢は、参議院、ひい

ては国民に対する冒涜です。私たちは引き続き、一円の無駄も許さない「決算の参議院」と
して、財政の正常化と国民生活の守護に全力を尽くします



超党派議連で「水俣病被害
者救済新法案」提出

7月9日、超党派の議員連盟により「水
俣病被害者救済新法案」が参議院に提出
され、私も賛成者としてその場に同席い
たしました。
水俣病の公式確認から70年が経過しま

したが、既存の制度では救済されない
方々がいまだに取り残されており、被害
者の高齢化も進んでいます。

本法案は、これまでの厳しい基準にとらわれない新たな給付金制度の創設や、申請期
限の撤廃、そして被害の全体像を解明するための国による住民健康調査の実施を柱とし
ています。全ての被害者が救済される日の実現に向け、本法案の早期成立に全力で取り
組んでまいります。

被爆の記憶を未来へ繋ぐ 超党派議連「被爆体験を語り継ぐ会」

7月9日、参議院会館で開催された核軍縮推進超党派議員勉強会主催の「被爆体験を語り
継ぐ会」に出席しました。日本被団協の濱住治郎事務局長と児玉三智子事務局次長のお二
人から、原爆の凄惨な実相と、今日まで続く苦しみについて直接お話を伺いました。

日本被団協の濱住治郎さんは、お母さ
んのお腹の中で被爆した「胎内被爆者」
です。
 爆心地近くで亡くなったお父さんの遺
品は、ベルトの金具や鍵束だけでした。
 濱住さんは、核兵器は「人間として死
ぬことも生きることも許さない悪魔の兵
器」であり、一人ひとりがその実相を知
る責任があると訴えられました。
児玉三智子さんは、7歳の時に目撃した

「この世の地獄」を証言されました。
 皮膚が焼け爛れた人々が彷徨い、水を求
めて息絶えた少女の目は、今も児玉さん
の心に突き刺さっています。
 放射能の恐怖は戦後も消えず、児玉さ
んは最愛の娘さんを癌で亡くされるとい
う、あまりに過酷な経験も語ってくださ
いました。
戦争の実相は、想像を絶するほど残酷

なものです。しかし、その事実から目を
背けず、被爆者の「ふたたび被爆者をつ
くるな」という叫びを次の世代へ繋いで
いくことが、私たちに託された使命です。
 核兵器も戦争もない平和な未来を、皆さ
んと一緒に考えていきたいと思います。
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